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研究成果の概要（和文）：　自己免疫疾患が腫瘍発生に関与す免疫動態を明らかにするために、自己免疫疾患モ
デルマウスを用い、化学発がん実験を行なった。その結果コントロールマウスと自己免疫疾患モデルマウスのい
ずれも大腸に腺癌の発生を認めたが、自己免疫疾患モデルマウスにのみ粘膜筋板を超え粘膜固有層に浸潤する癌
胞巣を認める明らかな浸潤癌を組織学的に確認し、腫瘍発生数も増加傾向が確認出来た。また末梢血の解析を行
なった結果、自己免疫疾患モデルマウスの免疫細胞では免疫チェックポイント分子の発現が有意に増加してた。
これらより自己免疫疾患では腫瘍免疫は抑制された状態にあり腫瘍発生が促進される可能性があると考えられ
た。

研究成果の概要（英文）： We analyzed Azoxymethane-induced colorectal cancer model in autoimmune 
B6/lpr mice to clarify the basic tumor immune response in autoimmune disease.
 As a result, both autoimmune model mice and control mice showed colorectal adenocarcinomas, but 
only autoimmune model mice showed cancer nests involved in the submucosal layer beyond the 
muscularis mucosa. Furthermore, the immune cell populations in peripheral blood samples were 
analyzed by flow cytometry. The proportions of PD-1+ T cells and CTLA4+ B cells in autoimmune model 
mice were significantly higher compared with that in control  mice. These results suggest that tumor
 immunity was suppressed in autoimmune model mice.

研究分野：口腔病理学

キーワード： 腫瘍免疫　自己免疫　化学発がん

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在腫瘍に対する免疫システムは現在大きく着目され、いわゆる免疫療法が脚光を浴び一部は臨床応用されて
いる。しかしながらある一定の治療効果は認められているものの、根治的な治療法としては課題が多くさらなる
ブレイクスルーが世界的に求められている。本研究は腫瘍免疫を自己免疫と絡めた独特の視点から解析したもの
で、本研究で得られた結果は腫瘍免疫に対する新たな知見である。今後さらに本研究内容を発展させれば腫瘍免
疫療法のブレイクスルーに繋がる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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